浄化槽設置場所・放流先チェックリスト
	設置者住所
	

	氏　　　名
	
	



	ﾁｪｯｸ項目
	注　意　点
	ﾁｪｯｸ欄

	設置場所
	処理方式、処理能力等を勘案して十分な敷地があり，登記簿上で農地でないこと。
	

	
	マンホールがいつでも開閉できるなど、維持管理に支障が無いこと。
	

	
	浄化槽の中へ工場排水等特殊な排水、雨水等が流入しないこと。
	

	
	飲料用井戸から概ね５ｍ以上はなれた場所であること。
	

	
	水洗便所に用いる洗浄水を十分確保できる地域であること。
該当に○して下さい。（市水道・井戸等・併用）
	

	
	下水道等の集合処理施設の処理区域内又は下水道認可区域若しくは他の集合処理施設の計画区域内で近く供用開始が見込まれる地域でないこと。（認可区域内である場合、下水道接続誓約書を添付のこと。）
	

	
	放流先は、管理上、環境衛生上及び利水上支障が無く、浄化槽に逆流することが無い場所であること。(設置者に説明すること。）
	

	その他
	実使用人員を確認すること。
	実使用人数
	_____
	人
	

	
	水量制の場合は、浄化槽工事、申請場所以外にも水道が接続されているかを確認する。
接続されている場合は、下水メーターの設置等が必要な場合がある為、上下水道課に報告すること。
	

	
	[bookmark: _GoBack]一般住宅において、延べ床面積が130㎡以上の場合は浄化槽は7人槽となるが，実使用人数が5人以下で今後人数増の予定もない場合は但し書の適用で5人槽を設置することができます。
	



	届出事業者名
	

	担当者名
	
	
	



